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・正解率が０になる場合もまれに生じるだろう。その際，自分の数字の記述が個性的であるのか，それと

もグループの数字の記述と大きく異なる部分があるのか，話し合いをさせてみるのもよいだろう。 
 

 
・表計算ソフトウェアでセルを表現し，計算させる仕組みを考えた生徒もいた。 
・今回はこのような 2 値化したセルをもとに考えたが，色を認識させるにはどのようにしたらよいのか，

などの興味を持った生徒もいた。またものの形については，同様の方法で調べることができることを理

解できていた。ただし，人の表情などの認識にどの程度応用できるのかについては，それ以外の様々な

手法があることを教える必要も生じた。 
 

本事例のポイントと留意点 

 
○ポイント 
・機械学習などの手法については，このようなアンプラグドな実習を通して，その仕組みの理解を深めて

いくことが可能である。このような実践例を多く作っていきたいと考えている。 
 
○留意点 
・このようなアンプラグドの実習では，作業に終始してしまい，その目的や興味・関心などが見えなくな

ってしまうことがある。できる限り興味・関心を呼び起こす実習にする工夫が必要であると考えてい

る。 
・コンピュータのプログラミングをアンプラグドな実習で行う際は，その目的を十分に理解した上で実

施することが望ましい。 
・高等学校学習指導要領解説情報編においては，「データサイエンス」の一分野である機械学習に関して

は，数学的な内容に深入りしないことが明記されている。数学的に解説することが禁止されているわけ

ではないが，厳密さよりもその原理や仕組みを理解させることを重視したいという考えである。必要で

あれば，数式などで解説する必要もあろう。 
・ここで取り上げた k-近傍法については，多数決で物事を決める考え方であることを理解するとともに

通常の多数決とは異なり，データの比較による多数決であることを理解させる。 

 
 
参考文献 
1）文部科学省：高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説 情報編，（2018） 
2）文部科学省：高等学校情報科「情報Ⅱ」教員研修用教材，第３章:情報とデータサイエンス， 
https://www.mext.go.jp/content/20200702-mxt_jogai01-000007843_004.pdf（参照 2021 年 3 月 2 日）  
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情報Ⅱ（４）「スマートフォンの向こう側」 
〇対象学年：第１学年，第２学年 
〇使用教材：オンラインプログラミング学習環境 Bit Arrow 

 オンラインデータベース学習環境 sAccess 
〇補助教材： 動画, データベースサンプル， Web API 学習体験プログラム 
〇実行環境：コンピュータ室・生徒用 PC 
〇ネット環境：インターネット接続，有線 LAN，無線 LAN  

 

単元の目標と主な学習活動 

○単元の目標 
（１）情報や情報技術に関する基本的な用語の意味，ネットワークやデータベースの基本的な仕組み，情

報システムの基本的な構成について理解する。 
（２）情報システムにおけるデータの流れ及びサーバやネットワークの障害や情報漏洩などの原因を考

える力を養う。 
（３）情報や情報技術に関する用語，ネットワークやデータベースなどで構成される情報システムの仕

組みについて知ろうとする態度を養う。 
 
○主な学習活動 
・「スマートフォンの向こう側」と題した動画教材を視聴させ，サーバとクライアントの役割やデータの

流れについて考える。 
・情報技術に関する用語や略語の意味を調べる。特に，LAN や URL など馴染みのある略語については

元の英単語が何かを生徒同士で議論させた上で，教科書などで確認して理解する。 
・IP アドレスや DNS の仕組みなどについて，コンピュータを使った実習を通して理解する。 
・オンラインのデータベース学習環境を用いて，データベース設計の考え方と基本データ操作について

理解する。 
・Web API とモジュール分割を理解するための Python のプログラムを実行することで，スマートフォ

ンのアプリの動作原理について考える。 
 

学習活動の概要 

○授業の流れ 

   

生徒同士の教え合い プログラムの実行 個別に入力したデータの共有 
図１ 授業の様子 
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○使用教材について 
スライド及びプリント教材，オンラインプログラミング学習環境 Bit Arrow，オンラインデータベース

学習環境 sAccess を組み合わせた授業として実施した。Bit Arrow と sAccess は，Web ブラウザで実行

する学習環境のため、利用するパソコンの OS に制約はない。 
 
○プログラミング学習環境 Bit Arrow 
 Bit Arrow は， Web ブラウザ上で動作するオンラインプログラミング学習環境である。教師が事前に

生徒のユーザー登録をしておけば，授業で作成したプログラムが保存され，自宅などでも学習が可能であ

る。プロジェクトを作成する際に，プログラミング言語を選択する（図２）が，現在は C や Python など

の７言語が利用可能である。 

 

図２ Bit Arrow にログインしたときの画面 

 
 Bit Arrow は，プログラム配布機能も備えているため，教師からサンプルとして利用するプログラムを

全生徒に一括で送信することもできる。本時においては，Web API を利用する３つのサンプルプログラ

ムを事前に配布しておいた。 
 
○プリント教材 
・教材１：ネットワークで使われる短縮語の元の意味を記入するプリント教材 
生徒にとっては聞いたことや使ったことがある用語が、実は意味がわからないまま使っていたことを

意識させたり、元の英単語を知ることでその意味が類推できるようになることを理解させる目的で利用

した。 
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○使用教材について 
スライド及びプリント教材，オンラインプログラミング学習環境 Bit Arrow，オンラインデータベース

学習環境 sAccess を組み合わせた授業として実施した。Bit Arrow と sAccess は，Web ブラウザで実行

する学習環境のため、利用するパソコンの OS に制約はない。 
 
○プログラミング学習環境 Bit Arrow 
 Bit Arrow は， Web ブラウザ上で動作するオンラインプログラミング学習環境である。教師が事前に

生徒のユーザー登録をしておけば，授業で作成したプログラムが保存され，自宅などでも学習が可能であ

る。プロジェクトを作成する際に，プログラミング言語を選択する（図２）が，現在は C や Python など

の７言語が利用可能である。 

 

図２ Bit Arrow にログインしたときの画面 

 
 Bit Arrow は，プログラム配布機能も備えているため，教師からサンプルとして利用するプログラムを

全生徒に一括で送信することもできる。本時においては，Web API を利用する３つのサンプルプログラ

ムを事前に配布しておいた。 
 
○プリント教材 
・教材１：ネットワークで使われる短縮語の元の意味を記入するプリント教材 
生徒にとっては聞いたことや使ったことがある用語が、実は意味がわからないまま使っていたことを

意識させたり、元の英単語を知ることでその意味が類推できるようになることを理解させる目的で利用

した。 
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図３ プリント教材（ネットワーク関連の短縮語） 

 
・教材２：ネットワークについての歴史や仕組みを体験的に学ぶために利用するプリント教材 

意味調べやお絵描き、パソコンを用いた実習など、短時間でできる実習について、その結果を記録させ

るために利用した。 

 
図４ プリント教材（ネットワークの歴史や仕組み） 
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単元の評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①ネットワークやデータベース

の基本的な仕組みを理解して

いる。 
②情報システムの基本的な構成

について理解している。 

①情報システムにおけるデータ

の流れを考えることができ

る。 
②サーバやネットワークの障害

や情報漏洩などの原因を考え

ることができる。 

①情報や情報技術に関する用語

について知ろうとしている。 
②ネットワークやデータベース

などで構成される情報システ

ムの仕組みについて知ろうと

している。 
 

単元の指導計画 

 
時

間 
学習活動 

重

点 
記

録 
備 考 

１ 

・生徒が日常的に利用しているアプリなどは情報システムの

一部であり，スマートフォンはその端末であることを理解す

る。 
・情報システムは，端末とサーバとがネットワーク経由で連

携して構築されていることを理解する。 
・情報システムにおけるデータの流れを考える。 

知 
 
 
知 
 
思 

 知②：ワークシート 
 
 
知②：ワークシート 
 
思①：ワークシート 

２ 
・LAN や URL など馴染みのある略語の意味について，元の

英単語から考える。 
・情報技術に関する用語や略語の意味を理解する。 

態 
 
態 

〇 態①：ワークシート 
 

態①：ワークシート 

３ 

・機器の識別のために IP アドレスが使われていることを，教

室のコンピュータを使った実習で理解する。 
・Web ページは IP アドレスを使ってアクセスすることがで

きるが，分かりやすいようにドメイン名が使われていること

を，コンピュータを使った実習で理解する。 

知 
 
知 
 

 知①：ワークシート 
 
知①：ワークシート 
 

４ 
・重要なデータを管理・処理する仕組みとして DBMS※があ

り，射影，選択，結合などの操作が組み合わされて処理され

ていることを，sAccess を使った実習で理解する。 

知 
 

 知①：ワークシート 
 

５ 

・データの取得やシステム開発の効率化を目的として，Web 
API やモジュール開発という技術があることを理解する。 

・これらの技術が実際にどのように使われているかを考える。 
・これまでの学習と本字の学習で考えたことを書く。 

知 
 
思 
態 

 知②：ワークシート 
 
思①②：ワークシート 
態①②：アンケート 

※DBMS=Database Management System（データベース管理システム） 
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単元の評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①ネットワークやデータベース

の基本的な仕組みを理解して

いる。 
②情報システムの基本的な構成

について理解している。 

①情報システムにおけるデータ

の流れを考えることができ

る。 
②サーバやネットワークの障害

や情報漏洩などの原因を考え

ることができる。 

①情報や情報技術に関する用語

について知ろうとしている。 
②ネットワークやデータベース

などで構成される情報システ

ムの仕組みについて知ろうと

している。 
 

単元の指導計画 

 
時

間 
学習活動 

重

点 
記

録 
備 考 
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・生徒が日常的に利用しているアプリなどは情報システムの

一部であり，スマートフォンはその端末であることを理解す

る。 
・情報システムは，端末とサーバとがネットワーク経由で連

携して構築されていることを理解する。 
・情報システムにおけるデータの流れを考える。 

知 
 
 
知 
 
思 

 知②：ワークシート 
 
 
知②：ワークシート 
 
思①：ワークシート 

２ 
・LAN や URL など馴染みのある略語の意味について，元の

英単語から考える。 
・情報技術に関する用語や略語の意味を理解する。 

態 
 
態 

〇 態①：ワークシート 
 

態①：ワークシート 

３ 

・機器の識別のために IP アドレスが使われていることを，教

室のコンピュータを使った実習で理解する。 
・Web ページは IP アドレスを使ってアクセスすることがで

きるが，分かりやすいようにドメイン名が使われていること

を，コンピュータを使った実習で理解する。 

知 
 
知 
 

 知①：ワークシート 
 
知①：ワークシート 
 

４ 
・重要なデータを管理・処理する仕組みとして DBMS※があ

り，射影，選択，結合などの操作が組み合わされて処理され

ていることを，sAccess を使った実習で理解する。 

知 
 

 知①：ワークシート 
 

５ 

・データの取得やシステム開発の効率化を目的として，Web 
API やモジュール開発という技術があることを理解する。 

・これらの技術が実際にどのように使われているかを考える。 
・これまでの学習と本字の学習で考えたことを書く。 

知 
 
思 
態 

 知②：ワークシート 
 
思①②：ワークシート 
態①②：アンケート 

※DBMS=Database Management System（データベース管理システム） 
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○本時の目標 
・データの取得やシステム開発の効率化を目的として，Web API やモジュール開発という技術があるこ

とを理解する。 
・これらの技術が実際にどのように使われているかを考えようとする。 
 
○本時の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・プログラムの文法やコマンド

を理解し，ソースコードに書

かれていることを解釈する技

能を身に付けている。 
・WebAPI を使うことのメリッ

トについて理解している。 
・モジュールを分割してシステ

ム開発することの有意性につ

いて理解している。 

・プログラムに書かれている一

連の動作について考えること

ができる。 
・プログラムに書かれているシ

ステムの構造や連携について

考えることができる。 
・プログラムの機能がどのよう

に関数にまとめられているか

考えることができる。 

・プログラムの内容を推測しよ

うとしている。 
・実際の Web サイトやアプリな

ど，Web API を用いている他

の情報サービスについて考え

ようとしている。 

○指導過程 
時間 学習活動 指導上の留意事項 評価方法 

導入 

（10分） 

・前時までの授業を振り返り，

用語の確認を行う。 
・教育用クラウドが新サービ

スを展開する目的でどのよ

うにコロナウィルスのデー

タを入手すればよいかにつ

いて理解する。 

・情報システムを構成するサー

バ，クライアント，ネットワー

ク，データベースについて，用

語と役割を認識させる。 

 
 
知②：ワークシート 

展開 

（30分） 

・Bit Arrow にアクセスし，配

布済みの Web API を利用す

る Python のプログラムを実

行する。 
・プログラムとその実行結果

を見て，どのような現象が起

きているのかを考える。 

・データがどのように流れてい

るかを考えさせる。 
・プログラムに書かれているこ

との意味を考えさせる。 
・プログラム内に URL が書かれ

ている意味を考えさせる。 

知②：ワークシート 
 
 

 
思①②：ワークシート 

まとめ 

（10分） 

・これまでの学習と本時の学

習を通して考えたことをア

ンケートで回答する。 

・Web やアプリを利用するとき

に，仕組みを考える意識を持

つことが重要であると気付か

せる。 

態①②：アンケート 

 

代表的な授業（５時間目） 
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補助教材 

 
○ネットワークの基本理解とデータの流れを意識させるためのスライド 

 
ネットワーク関係の用語を確認 

 
利用しているパソコンの設定調べ 

 
サーバ・クライアントやクラウド 

 
サーバとクライアント間でのデータの流れ 

 
アプリ開発とモジュール分割  

データの流れに着目した情報システム 

 

教育用アプリが新たにコロナ情報を提供するには

どうしたらよいかという例え話 

 
外部データを利用する Web API の例 

図５ スライド 

 

○○書籍名 

△△著者名       

○○書籍名 

△△著者名      

○○書籍名 

△△著者名      

○○書籍名 

△△著者名      
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補助教材 
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どうしたらよいかという例え話 

 
外部データを利用する Web API の例 

図５ スライド 

 

7 
 

○プログラム 
 Web API の機能と役割を説明した Python のサンプルプログラムは，参考文献 3）, 4）で説明されて

いるものを利用している。本字例で使用しているのは，機能ごとに分けられた以下の３種である。 
 
・all：データベースに登録した全レコードを表示する 
・search：データベースに登録されたレコードの中から，指定した条件に該当したレコードを抽出する 
・regist：生徒自身でプログラム中にデータを記述して実行するとデータベースに登録される 
 
 スライドで提示したスマホアプリの画面を同時に見せて，アプリの全件表示，検索，登録といった機能

がこのようなプログラムによって実装されていることを説明できる。また，システムを機能単位に分割す

ることで，複数の人が協力してプログラムを作成できるようになるモジュール分割の考え方や，プログラ

ムを関数の集まりとして構成することで効率的に開発できることなどを示すことができる。 
 

データを登録するプログラム 
import urllib, json 
def get（url,params）: 
    p=urllib.parse.urlencode（params） 
    url=url+"?token=hakuyo2020&table=book&"+p 
    u=urllib.request.urlopen（url） 
    res=json.loads（u.read（）.decode（"utf-8"）） 
    u.close（） 
    return res 
#--------------------------------------- 
def regist（author,title,ISBN）: 
    params = { 
      "author": author, 
      "title": title, 
      "ISBN": ISBN 
    } 
    url = "https://api.eplang.jp/mext2/write" 
    data = get（url,params） 
    print（"登録が完了しました"） 
regist（"著者名","本のタイトル","ISBN"） 

図６ プログラム例 

 
 授業では，（１）all, （２）regist, （３）all, （４）search などの順で実行させながら，自分や他の生

徒が登録したデータがデータベースに反映していることを確認しながら，データが共有されていること

を確認させることができる。また，プログラム中に他のサイトの URL が記述されていることを確認させ

て，他のサーバと連携した Web API の仕組みを実感させることができる。 
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図７ Web API を利用する Python のプログラム 

 

生徒の問題解決例 

 
図８ 理解せずに用語使っていたことを自覚し問題意識を持つようになったアンケート結果 
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図９ 実習を通して WebAPI の存在とその意義を理解するようになったアンケート結果 
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・プログラミングの実習の時も感じたように，私たちは常日頃案外とすごいものを使っていたのだと感

じた。また，この広大さもモジュール分割などの工夫や Web API を通した，果てしない先人の協力あ

ってのものだと感じた。 
・私たちが普段使っているアプリの画面はコードを視覚的に見やすく誰にでも分かりやすくしたもので

あって簡略化された中にいくつものモジュールがあり，この仕組みを知らずに利用するのと知ってから

するのでは情報の科学としての関心やアプリに対する理解が格段に上がると感じました。サイト検索一

つでもいくつものサーバを経由していることを知り面白いなと感じました。 
 
 

本事例のポイントと留意点 

○ポイント 
・高等学校学習指導要領で扱うことを想定している情報システムの設計についても触れている。 
・教員研修資料でも使われているプログラミング言語 Python を使用している。 
・Web API やモジュール分割の考え方は，実際のプログラムを見せることで理解へとつなげている。 
・生徒が日常的に利用している情報サービスの画面と，生徒が見えないところでデータ処理されている

仕組みを関連付けることで，生徒の興味・関心を高めることができる。 
 
○留意点 
・情報システムはネットワーク，データベース，プログラミングなど様々な要素の理解が必要である。 
・実体の見えないものを扱っているので，全体像をイメージするためにはデータの流れに着目させると

よい。 
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